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横療初詣

センター長のつぶやき…

月遅れになってしまいましたが、皆様本年もどうぞ宜しく
お願い致します。
今年は元日から能登半島地震や航空機事故など大きな災害が続いて、
気持ちの沈むスタートになりました。個人的に珠洲には以前、
奥能登国際芸術祭で訪れて地元の人との触れ合いもあったので、
多くの人が亡くなり、民家の多くが全壊して見附島が半分崩れて
しまった映像を見ると本当に心が痛みます。一方、管理者としては
教訓にしなければならない沢山の気付きがありました。大災害が
起こった際に利用者や職員の安全を確保して被害を最小限に抑え、
できるだけ早く業務を再開出来るように普段から備えておくこと
（これを事業継続計画（Business Continuity Planの略でBCP）と呼びます）が極めて重要で、
横療では既に一昨年から策定し始めていますが、更に細部の見直しに着手しました。一方、
航空業界の事故防止対策は医療安全対策が最初のお手本とした先進的な取り組みですが、それで
もわずかな人為的ミスが大事故に繋がりうるということを再認識させられ、今後の改善策を注視
しているところです。ともあれ、今年も安全で安心できるサービスを提供できるように、改めて
職員一同、頑張りたいと思っています。是非、皆さんと一緒に良い一年にしていきましょう。

A棟

C棟 B棟

2024年が幕を開けました！
昨年より感染対応が緩和され
外出もしやすくなり、選抜メ
ンバーが神社に初詣に行かれ
ました。
外出できなかった方は各棟で
2024年最初のイベント、
初詣企画に参加しました。
利用者の皆さんは其々楽しん
でいたのではないでしょう
か？今年は「辰」年。
活力旺盛で行きましょう！！
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4年ぶりの
コンサート♪

みんな来てくれた！

袋の中身は
楽器と

クッション

ツリーの飾りつけ
頑張りました！

C棟クリスマス会

B棟クリスマス会
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通所

日活

当センターの歯科は、常勤歯科衛生士1名の他は非常勤歯科医師
5名と非常勤歯科衛生士2名が曜日担当制で診療しています。
口腔衛生状態は全身疾患に影響することから、障害者の方々が
安心して歯科治療や口腔衛生指導を受けられるようチーム医療を
心掛けて参ります。
昨年から口腔外科専門医が加わったことでより専門的な治療もで
きるようになりました。
今後とも当センターの歯科を安心してご利用ください。

部署紹介：歯科

放デイ み ん ぐ

日中活動
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畑の収穫

通所 各部署へお菓子をもらいに行きました！！
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還暦

「ほのぼー」ご存じですか？

編集
後記

今回で2回目の編集に携わりました。YR35周年で誕生した“ほのぼー”誕生ま
での経緯など見て改めて驚かされる事がありました。2024年元日にはつらい
ニュースが飛び交い、胸が苦しくなりましたが…
利用者さんの笑顔に励まされています。がんばろう日本！そして横療！

A棟 保利

2023年8月20日開催 篠塚由美子様
還暦のお祝いはプレゼントや花束贈呈、
お祝いの言葉を沢山いただきました。
ご家族とはZOOMで繋がり
喜びの声が寄せられていました。

2023年10月18日開催 小嶋努様
棟内感染対応の為、2カ月遅れての
開催となりました。還暦のお祝いは
大好きな「うまい棒」のブランケット！
皆さんの前に立つのは緊張した様子
の小嶋さんでした。

A棟
小嶋努
様B棟

篠塚
由美子
様

横療３５周年を記念に横療キャラクター作成が決定しま
した。
職員へ募集したところ20作品の応募がありました。
中でも一番多かったのがゾウでした。
ゾウは「包容力がある」「優しい」「賢い」イメージの
動物です。また、大きな耳で利用者さん、ご家族の声を
しっかり聞くという意味も含めてゾウに決定しました。
作成に当たっては多くのスタッフの力を借り、職員の
思いや願いが込められ形になったキャラクターです。
名前は２０の応募の中から、最終決戦「ほのぼー」対
「ゆうりん」で「ほのぼー」という名前に決まりました。
皆さんたくさん可愛がってあげてください。

☆体のあちこちに横療のイニシャルであるYRの文字が
あります。見つけに来て下さい。

社会福祉法人十愛療育会 横浜療育医療センター 発行責任者：甲斐 純夫（センター長）
〒241-0014 神奈川県横浜市旭区市沢町557-2 編 集：居住支援運営委員会
TEL：045-352-6551 FAX：045-352-9241 発 行 日：令和6年2月
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